
　「中長期人財戦略」の構築においては、新たな企業理念を受けた企業文化の醸成に向けて「従業員と会社との新たな

関係」を定める必要があります。そのうえで、経営戦略実現に向けた「人財戦略」と、それを支える仕組みとなる「人財施

策」に分けて、計画を進めていきます。

特にメインとなる「人財戦略」は4つの

ステップに分解し、具体的に考えてい

きます。

　グループにおける「従業員と会社と

の新たな関係」を言語化することで、従

業員への期待と、会社・組織の責任や

役割を明確にし、グループ一丸で「ひと

の力の最大化」への意識を高め、生産

性の向上やイノベーションの創出につ

なげていきます。

特集 人的資本

　私たちは創業以来350年以上もの間、時代の“半歩先”を意識し「あたらしい、豊かな暮らしと文化」を提案し続けるこ

とで、お客さまの“こころ”を動かしてきました。

　この間、持続的な成長を遂げることができたのは、ひとえに「従業員一人一人の持つ力」を最も重要な資本と位置づ

け、その価値を最大限に引き出してきたからです。新たな時代の「三越伊勢丹グループの存在意義」を追及していくにあ

たり、私たちは「ひとの力」をもっと高め、多様なメンバーの創発を促し、今後もイノベーションの実現に向けてチャレン

ジし続けます。

　人財戦略のステップでは、ひとの力を

引き出す「育成」に力を入れます。当社

グループでは、従業員が入社してから

当社キャリアを終えるまでの間ずっと

伴走し続ける、一人一人に合った“生涯

CDP”の仕組みを整えていきます。

　この仕組みで、会社は従業員個々の

キャリアフェーズに合わせ公平に機会

をつくり、自律的なキャリア形成意欲や

成長への意欲を後押ししていきます。

あわせて、会社や上司が、一人一人の成

長資質を見極め、時に戦略的に異動配

置や社外出向を行うことで、ひとの持つ「“未来”の力」を最大化させ、中長期的な「個人の成長」と「会社の成長」の両立を

目指します。

　従業員一人一人が働きがいを持ち、成長と活躍のできる環境をつくることこそが、“未来まで続く、唯一無二の企業づく

り”に不可欠です。100人いたら100人の“生涯CDP”に、会社・組織・上司が真剣に向き合い「ひとの力」を最大化し続ける

ことで、新たなイノベーションを産み出していく。このサイクルを回し続けることこそが、三越伊勢丹グループの存在価値

を今まで以上に高めていくことになります。

“こころ動かす、ひとの力で。”

　これから350年先も、このミッションを実現し続ける企業グループとなるために、2023年を新たなスタートの年と位置

づけ、従業員と会社・組織で力を合わせ、ともに歩んでまいります。

　2023年5月、グループ企業理念が再整理され、私たちが「長期に目指す姿（ビジョン）」の実現に向けた、私たちの「存

在意義（ミッション）」と、私たちが大切にする「思考と行動（バリューズ）」が改めて明確になりました。これを機に「中長

期人財戦略」も、この企業理念や中長期経営戦略との連携を深め、再構築していきます。

　当社の中長期経営戦略は、“特別な”

百貨店の持つ強みを生かしながら、グ

ループ連邦、“まち化”へと、より長期に

広範に進みます。その実現を支える「未

来を担う人財」が10年先、20年先も自

らの能力を発揮し続ける「企業文化や

組織風土の在り方」までを念頭に置い

た中長期の人財戦略を構築し、「ひとの

力」を中心とした「未来まで続く、唯一

無二の企業グループづくり」につなげ

ていきます。
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